
9 月 1 日は防災の日 
1923 年９月 1 日の関東大震災から今年で 100 年になりました。地震や台風、豪雨など、災害への認識を高め、被害

を減らすために、９月１日を防災の日と制定されました。 

附属幼稚園でも 9 月 26 日（雨天時は 28 日）に、地震から火災が発生したことを想定とした、引き渡し訓練を実施し

ます。この機会に、ご自宅の非常時の持出品や備蓄品、災害時の連絡手段などについて確認してみてください。 

（引用・参考：さいたま市防災ガイドブック 

松園亜矢「おんぶで整うこころとからだ」駒草出版） 

〇飲料水の備蓄量 

飲料水の備蓄は１人１日３

ℓを最低３日分備蓄しておくと

よいとされています。 

（４人家族の場合３６ℓです！） 

災害で水道が止まってしま

った際に、さいたま市では応

急給水場所が設置されてい

ます。給水場所で水を入れる

ためのタンクなども用意して

おくとよいです。 

〇さらしでできる抱っこ紐 

上に書いてある備蓄品のチェックリスト以外にも、子どもがいる家庭が、備えておくと良いもののひとつに、抱っこ紐

があります。抱っこ紐はさらしでも代用することができます。戌の日の安産祈願の際に腹帯として、もらった方もいらっし

ゃるのではないでしょうか。小学生くらいの子どもでも、さらし１本でおんぶをすることができます。それ以外にも、さらし

は止血などのけがの手当てや、ロープの代わりにも使える万能なものなので、防災グッズに足しておくことをおすすめ

します。 

令和５年９月 

埼玉大学教育学部附属幼稚園 保健室 

２学期が始まり、幼稚園に子どもたちの声が戻ってきました。気温は少し落ち着いてきたようですが、湿度が高いので、引

き続き登園、降園の際は熱中症に気を付けてください。 




